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　Ｂブロック2回戦，第1Ｐ両チームともにマンツーマンディフェンスでスタートする。最初の得点は正智深谷⑥北村のミドルシュート。対する柏日
体は⑩益子のミドルシュートで得点する。正智深谷は，⑥北村の２連続3ｐシュートで点差を広げる。柏日体は，198cmの⑩ハンブラグのインサ
イドプレイを中心に攻撃するが正智深谷⑦角田の身体を使った力強いディフェンスで得点できない。25対10の正智深谷のリードで終了。
　第2P両チームともアウトサイドシュートが決まり出し点数の取り合いとなる。正智深谷は⑥北村の3ｐシュート。柏日体は④堀内の3ｐシュー
ト，⑨中森のミドルシュートで点差を詰め45対35正智深谷のリードで終了。
　第3P，正智深谷⑧中島の3ｐシュートで得点し，⑦角田と⑥北村がディフェンスリバウンドでゴール下を制圧する。残り7分，17点差になったと
ころで柏日体1回目のタイムアウト。その後柏日体⑥益子の3ｐシュート，⑩ハンブラグのインサイドプレイで点差を詰めるが，正智深谷は⑤小
森の速攻などスピードで寄せ付けない。結局66対48の正智深谷18点差で終了する。
　第4Ｐ，両チーム２試合目で疲れが見え始める。開始１分正智深谷⑤小森が足をつって退場すると，柏日体が逆転の機会を狙い，3回目のタ
イムアウトを取る。その後柏日体⑩ハンブラグのゴール下，⑥益子の3ｐシュートで得点するが，正智深谷は⑩田中，⑮常田の速攻で追従を許
さない。結果攻撃面のスピード，ゴール下で相手を封じた正智深谷が89対71でＢブロックベスト４に進出した。
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